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多少の相違は後に之を述ぶベし、我の分布段階を異に
9 月2 臼 京都発一東京着 | する所以である。而して同地域にても共の位置、海の
9 月3 日 佐良町海岸林= 海岸砂丘たる亀田の大坪| 内外、地形、地質及方向、南地への距離の差異により

国有林及附近の部落林を見る、壁掛八幡宮の社叢にア| ては跨流の影響もちがい植物の形質は一様ではない、
ラカν、クラジロガジ、イタビカヅラあり。 I房総地域内でも方面によりて異り安房園内にても南部
9 月4 日 那古及高島の樹林を調査 | と外海側とは他に比して植物の著しい相還がある所以
9 月 5 日 清澄山一ガクアヂチヰ自につく、タ7 ア| である。今その実例を挙げんに鴨川町の南に横たわる

ヂナヰ多し、浅間山を見る。 I山脈にては暖地性植物共の他に顕著なる相違あり其の
9 月6 日 小湊山及笠森附近調査 | 分布地限をなすもの多し英集団地は小主義より清澄山実
9 月7 日 勝浦→銚子に至る、八幡l崎方面ハマカシ| にかけて帯状をなす上総の勝浦とほぼ相同じく、大東

ずクと思わるるもの多し、タマアデナヰ、ガクアヂナ| 崎までは同一域をなすものならん。之を暖地f蜘宣物の
ヰあり、マサキの型大きいのを見る。植物の平凡甚だ l北上限界をなす段階の種類より考うれば比の段南は次
L- o 銚子、泊。
9 月8 回 鹿島神宮及訴訪村海岸を見る。
鹿島の植物相の特異なるものあるに気づく
9 月9 日 大洗一水戸一阿波山
9 月10日 御関山国有林〈那珂郡沢山村〉を見る。

水戸泊
9 月11日 千波湖畔一村松村真砂山海岸林
9 月12日 大婆神社、大津海岸林一平潟
平潟に於げる神社J守護の樹林、 γヒノキが全く王座
を占む他は之にタブ、モチノキ等を加ふるなり。
9 月13日- 1 4日 木戸}ll国有林諦直〈木戸事業所泊〉
木戸川に沿うて上る、織物の多くは南部的にて地埋

研究上の趣味を感ず。
9 月15日 磁部村国有材調査
9 月16日 広瀬国有林く田村君臨樹寸〉調査
O房総
今回の旅行では房総地方から常媛地方にかけて特に

沿海地方を一通り見た、前者は二、三度見たことでも
あり知友の研究も聞いて居るから茶の縞物地理ーに就い
て概論を記述して見ることに7ずる。
まづ房総の暖地位植物につぎて考うるに、房総のそ

れは近く伊主主をうけてほぼ類似したる様相を塁し幾分
かは余勢を常、野の内域に及ぼして居る。一体暖地性
植物と云うのは大東亜海流の影響による熱帯性摺物若
しくは、之に随伴する植物であり、其の分布は固有白
木に於ては九千HI i : 南方島艇のそれを受けて精多く、之
を四国、近畿に伝え続きて更に尾、三、遠、駿や伊豆
に伝える、茶の聞に多少種類と発奇との相違があるも
大差なくほぼ相似たりと言うてもよろしく、ただ種類
にfb献あるのみ、伊豆は殆んど之を集めて相、武に英
の支j派をみる、房総は之を承けたりと申してよろしく

の段議をなす常磐椅物に比すれば英の種類に於て格段
のちがいなり。就中其の顕著なる目標を代表するものx  x  
は木本にてはハマヒサカキ、く大淀訴す〉オホイタビ、草x  x  
* にてはハマユク、ハマナタマメを択ぶベし、ハマヒ
ナカキは海気をうくる岩壁にあり其の量少きも目立k以
南の地にては分布の範函ひろし。 オホイタピは此の
地方にも海岸林より内域に分布す其の範囲広く量も亦
多し。ハマユワは潮流を受くる外海側の砂浜に限りて
之を産す、ハマナタマメ〈勝浦にも〉はほぼ之と問じ
く分布はひろし。一体に陵地位槌物は南部に其の種類
多く発育よろし、今小湊より清澄山英の他に産する注
意すでき分子を挙ぐれば、
喬* 性木木にてはパクテノキ、ヲガタマノキ、 〈米x  x  
見〉ホノレトノキ、リユクキクハゼ、クスノキ、タイミ
シタチバナ、ヒメユヅリハ、クロパヒ、モクコク、セ

× 
シダ y 、クパメガν、イヌマキ〈我未だ多量に発育す
る所を見ず〉等なり。クスノキは房南に限らず言者所に
自生を見るが如し、クノミメガνは栽植の如くセンダシ
また進出と見るべし。山林にパ Dパリノキ、イチヰガ
ν、アプラギ Y を見るもさして大木にあらず、 νユロ
の野生状と思わるるがあり。
濯木性のものにて注意すべきはマノレパテνヤノキ、
× 
イヌピハ、ハチヂヤクキプν、オホムラナキνキブ、
× 
オホパヤドリキ、ヤナギイチゴ、コジキイチゴ、ダシ
チクがあり、ダシチクは自生か杏かはっきりは断定し
がたし、マノレパチγヤノキは房総の北部にのみ見られ
る、務所に其の群生を見る。

× 
草草木性のものでは最も注意すべきは、オホイタピが安
房南部にのみ産することで、之は前段は述べたるが如
く此の段: 皆の目標として重要なるものなるハマユヲに

×は目標縞物
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同じ、両者とも安房南部に限って産するは相似たるも
前者は生存に温度と海気の影響を必要とし之は温度に
条件を有するのみなり O なお、ほほ、同ーの地域或はや

× 
ラ、ホクライカヅラ、i / タキナワ、ブクトクカヅラ、
× 
オホパクマノスズクずあり、終りの二者は低山地帯
〈此の地域〉に広〈産するにより目標植物として適恰な
り。暖地陸軍本として此の地域に産するものはハマユ
ヲ、ハマナタマメの外にも多々あり、イハダイグキは
大海村にありしも絶滅したと伝う。ヲダシは分布の範
囲狭きにより注意すべしO ミヅキシパイ、y . ロタマガ
ヤツリの内域に及ぼすは亦注意すべし、共の他にボタ
シノ号クブヲ、アジタパ、モロコジナヲ、イハダレサ
ク、コテミキ、ナツマスグ、ノ¥ マスグ、ヒグニ毛グ、ヒ
トモトススキ、i / ホカゼテシヅキ、イツヤマテ y ツ

? 3イモィ、アゼトクナ、ツハブキ、 t ヌマダイコシ、セイ
ゴf ヨν、ソクν二円ラシ、J ニガカνュヮ、羊歯にては v

コモチジタ¥ γヅワラビ、ジνラン川ノ、コネジダ、ヒ
トツパ、クリノ、ラシ、ホソパカナワラビ、キジノヲν
ダ、オホパノハデジヤワV ダ ! ザゼナγ -: j'守、
房総lニ於(tる南方蒸植物要素 λ J  パー 、! -.:持品猟
此の地域内に於ける南方系要素には邦内に分布め普

遍なるものと一部に極限するものもあり、普遍なるも 1

のは多くは南北に亘りて広 4之を産し、北は仙台地方
或は東北、稀には北海道にも及ぶものあり、一部に極
限するものは之によりて;J、区系を雷lすべく、此地方槌
物地理研究上興味あり注意すべき要素なり、今其の普
遍なる木本の種類を挙ぐれば、
クロマツ、アカマツ、ヒメコマツ、モミ、ツガ、，カ

ヤ、ネヅ、ヨグソミネパリ、イヌブナ、アヲカジ、エ
キ、マノレノミツユクナ: スヰセシ、ヒナノi / ヤクジヤ| ノキ、ケヤキ、ツクパネ、ブナヂクラ、ヤョマカクパ
ク、ハナメクガ、フヲラシ、ニラノミラシ、ナギラシ、 I i / 、クロモヂ、マノレノミワツギ、マノレパνヤリ シノミイ、
ロクラシ、クモラシ、ヵνノキラシ、ダイナギナワ、 | ォホワラジロメキJ イヌずクラ、ずイフリボク、カマ
ナゴラシ、いかにも多い。 州事司 守.1 ': ':1'ず | ッヵ、オホブデイノミラ kdヅノレV キミ、タラエ: ; ;、'イヌ
羊歯類汽は、カタヒパ、ヌカボ V クYノヴン、 νラ| ツグ、マユミ、ナハダツ、ヤ" 7 i / ノミカ巧デi イロハモ・ 1

ガνダ、オクヅノレジダ、イジカグマ、ホクビ， i /，ダあ| ミヂ... /1 
り。 '. - ツグミ、ヤ7 ボクジ、ハナザカダ、パイクワツツジ、
以上はいづれも此の段7皆を分布の北限とするもの多| ヒカグツツジ、ヤ: マガキ、ナブタギ、エゴノキ、 ヒ
し、主として房総、の南援に産するもの、即ち安房と上| ヒラギ、マノレパアヲダモ、ヲカイボ夕、ブヂクツギ、J

総の一部沿海丘陵地とにあるものであるが、之を延長| コr-::rキ、ミヤマワグヒスカグ7 、テリハガマズミ、カ
して地形及び地質の連続より考えて両常野の内斜側を| ヲヤパハキ、ナガパノカワヤノミハギ，、イプキピヤクν
同一区系の捕物援であると思うてよろしからん。即ち I/'、 ー;:1 ヲド

広意の房総分布段階である。比の範囲は利根川等の流| 或る地域に極限するものは、それぞれに植物地理上
域であるから之は生ずる内械の代表的植物を広く合せ| の意味を有するにより注意すべきである。之にもなお
て得らるる区系はまことに当然である。之を東京湾植| 地域の大小広狭に次第あり、ミツパツツジぷヤマクコ

、 物段階と私するも可なりである。我は其の概観のー班| ギ、オホパイボタノキは外帯地方にあ必心九チHI乞つづ
をあらわすのみ資料の調置なお細説すべき程度に達せ| くオホパヤV ヤブV 、νパヤナギ、カヂイナゴは同じ
ず、此の記事を主主するに留める o . く範囲を小にして東海道地方にあり、マメグクラ、ォ
次には房総暖地位植物段階のやや普通品とみるべき| ホi / マずタラは更に狭し、ハコネワツギ亦同様なるも
ものにつきて叙すべし、其の内にはなお北上するもの| のの如し、各地方の海岸等にあり、裏目太には目だつ
もあるも此処にて終るものも少しとせず、喬木性木本| ものあるも自生なるかを提うσJタc ?アヂナヰは木州、!の
にはヤマモ、 イテヰガν、 ツクノミネガν、 ムク.，; 1 北中部にあり特殊の分布をなす、アヂナヰの原種とみ
キ〈大木〉 νキミ¥ タプノキ、ヤプニッケイ多く、カ| るべきガクアヂナヰの此の地方より豆相，にかけて産す
ゴノキ、リンボク、クロガネモチ、サカキ、カクレミ| るは興味ある顕著なる事実なり、キヨズミミツソミアツ
Jノ、 リクキクマメガキ等はよく発育し・セ. ンダユ々アプ| ジ、キヨズミイボタ更に分布の狭きが在日じ。~ 、，
ラギ Y 、濯木性にはセシリヤワ、イヌ1 : : - ' ノ¥ ミソナホ| 草木にも同様に普遍なるものと局在するものとある
γ、ヒトヅパハギ多くイヅセ /'9 ャク多くカヂイチ| が今は顕著なるものを挙げる。普遍なるものにヒメキ
ゴ、 νマνヤ 9/'パイ多し、栽植品にて注意すべきは I/'ポワグ、ナガパノイνモチナウ、ヤマホホヅキ、カ
ピノ¥ 柑摘類、ナツメヤν、カイゴクヅ、菱木性には Ii / ハパハク苧マ、テイνヤクサク、リワナクギク、フヂ
オホパタマノヌズグナ、ブクトクカヅラ、ぶべ、キジ| パカ 7 、ノ、シクワイナウ、ホンゴクナク、カンスグ、オ
ヨラシ、ジャケツイパラ、イタビカヅラ、ナネカヅ| ホテンヅキ、コワキヤガラ、マヤラシ〈成束附近〉ビ
ヲ、草木にてはハマナデ乙/ コ、ツボクナ、アV タパ、 l ロクドラン、カヤラシ、ヤワラグラン、ツチアケビ
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〈北海道まで〉ヒメノヤガラなどがあり、局外するもの
にては名花ヤマユリが主として本州中北部の表側にあ
り、ホトトギスは阿波より紀勢志をつつけて東海) ' c . 及
ぶ。
アセドクナは更に広し、アνタパ、ワダシは狭〈東

海に存するに過ぎず。
北方系捕物にては木本にハイネヅ、ハコヤナギ、パ
ツコヤナギ、オニグノレミ、アサダ、ハシノキ、ヤマハx  x  
ンノキ、カνハ、カツラ、ホホノキ、マップサ、グヤ
マずクラ、クハミズヂクラ、アヅキナν、クサボグ、x  
コゴメクツギ、ブデ、ドククツギ、アヲハダ、ワメモx  x  x  
ドキ、ヤマモミヂ、ナナカマド、ケシポナν、ヤマプ

× 
ダク、 νナノキ、コクトヅノレ、ハリギリ、コ γ アブ

× 
ラ、ミヅキ、カンボク山高からざるを以て多〈は普通
品なり。 x  x  
主主* にはラセイタソヲ、オホミゾソパ、ヲラジロア

× 
カず、ハマアカず、クナボタシ、ニリシソク、ナラνx  x  
ナジヨクマ、ヒロハクナフヂ、ハマハタヂホ、タニセ

× 
リモドキ、コケ Pシダク、ミヅガ V ノ、〈成田〉ムラナ

× 
キナミキソク、ムるノヤリシダワ、クジラ y 、タクオホ

× 
パコ、アヅマギ夕、ハチヂヤクナ、ホロムイナウ、ヤx  x  X  
プレガナ、エピアマモ、リクノヒグモ、ヒグモ、ハマ
ニシニク、 ( - j : J 哀仰以北の海岸には多きも以南には鬼
出されず〉

× 
ノ¥ マカシヂ夕、スカV ユリ、カタクリ〈成田〉クテ
クラシ、ハマハナヤスリ〈東海岸片貝附近〉ヒロハク
チフヂ、東海岸側に限るはおもしろし。
タニセ Pモドキの東海岸によるととおもしろしムV
ヤ Pシダクの分布の限界せらるるもおもしろし。
0 常盤
@ 御前山国有称東淡城郡沢山村
該濁有称は海岸を距ること精逮きを以て、顕著なる
暖地位植物少〈木太にては前記カν類の外にヤブツパ
キ、サカキ、リシボク、 v ロダモ、クチグνミヤ ""'1 V
キミ、イタビカヅラ、キツ守夕、テイカカヅラ、ヅタワ
ノレν、ヅノレグミ位のもので針葉樹にモミ、カヤ、イヌ
ガヤ、ヒノキ、アカマヅがある。クスノキ科企にはジロ
ダモの外には港署濯木があるのみである。他に陵地性
にてなおi注意すべさはイイギリ、 νラキ、ゴヂキ干ナ
ゴ、ジャケツイパラ、テリハノイパラなり。
南方系にて分布上注意すべきは、イヌブナ、イヌず
クラ、ブヂキ、オホパアチガラ、ヤマガキ、ケシポナ
ν、キず- f r グ( 逸出か〉オホモミヂ、ナツグミ J タマ
アヂサヰ、ニνキワツギ、ゴヒツチヤギ、ヒカグツツ
ジ、ノtイクワツツジ、トヲゴクミツノミツツジ、オホブ

を以て生態上の興味をひ〈、叉正倉院御物の玉草警の材
料たるを以て知らる現に之を等として使用するは此の
山麓の阿波山及び伊予の松山なり。
北方系山地の分子は、ハコヤナギ、ヲノヘヤナギ、
パヅゴヤナギ、ナハジノしアナダ、ノリレユレ、アヅキ
ナν、オホクラジロノキ、ヤマモミヂ、ミツデカヘ
デ、イタヤカヘデ、カツラ、ナイカナ、オホパマンサ
ク、ツクパネ、オホヤマグクラ。
草木にて分布上注意すべきものは南方系にてはイヌ

iノヨヲマ、 トリアννヨクマ、アカγヨワマ、チダケ
チν、ミνマナイコ、ツボクサ、レモシエゴマ、アキ
ギリ、ヤマタツナミソヲ、ノ、ダカホホヅキ、キツネノ
マゴ、カジハパハグマ、 νクプンナク、タイアグミ、
ヒメガシクピソワ、ハヒチゴず、カンスグ、ホヲチヤク
サク、ホトトギス、ヌリワラビ、アメヅ夕、もノケチジ
ダ、イタチV ダ、ゴ七方系にてはアカソ、サラ V ナνヨ
ヲマ、ホド、ジヤカクナク、オホヒナノクスツボ、タ
マブキ、クナソテツ。
@ 村松海患の樋物
F寄方系木: A ; : 中暖地性描物にて注意すべまものほモク
ゴク、ユヅリハ、主/ ヒノキ、アカガるノ、 νラカν、タ
ブノキ、 V ログモ、サカキ、ヒサカキ、モチノキ、イ
ヌガヤ、ハマゴク、ムベ其他にてはヤマグクラ、ヤマ
ガキ、ヒイラギ、カクヤパハキ、オホブヂイパラな
り。
南方系草木にては陵地性のものにマノレパアカヂ、イ
ヨカヅラ、ハマスグ、ピロクドテシツキ、ヒアブギあ
り多くは海岸に近し、以外にては南方系の分子にオホ
ヲメガナナ夕、ノデトラノヲ、リクノクギク、イナカ
ギク、ノハラアヂミ、テブセシガリヤス、エビネ、ベ
ニカヤラシ、ヤクラクラシあり。
北方系の木木には寒地性の沿海植物にハヒネヅ、ハ
マナスあり。其の他にνラカシパ、ケヤマヂクラ、ャ.
7 モミヂ、ノミツコヤナギ、ドククツギ、レシグツツ
ジ、ナヅハゼ、ヤマフ。ダヲアリ、草木にては、沿海性
のものに、ハマハタずホ、ヲシラシ、ハチヂヤクナ、
V ロヨモギ、 ( 南限〉スカνユリあり其のf也にてはキ
パナハタグホ、カセンナワ、ヤナギタシポポが注意す
べきである。
@ 大費神社及ぴ泉神和々叢、大津浜一卒潟、勿3 l - ' 関地
方の注意すべき植物
南方系の暖地性指物にも木本にクロマツ、アカガ
ν、νラカν、ジヒノキ、エノキ、タブノキ、 νロダ
モ、オホν7ずクラ、センダン〈大津一平潟〉モチノ
キ、マタキ、ヤブツパキ、サカキ、ヒサカキ、ハチヂ

ジイパラ、イハクメヅノレ、カクヤパハキ、ナガパノカ; ヤクキプν、ヤツデ、アオキ、アセボ、ヤブムラナ
クヤパハギあり、カクヤパハギは同株に呉株を生ずる| キ、ゴパノガマズミ、イタビカヅラ、ナネカヅラ、テ
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リノ、ノイパづ、ヅノレグミ、チイカカヅラ等と草木にイ| あり房総暖地性植物分布段階に於ては南方系植物が暖
ヨカヅラ、ツハブ与キ、ハチヂヤクスス海、ゴモチ ν| 地性情物と共に多きもここに止まりて以北に及ばざる
ダ、オニヤプソテツ、カニクナ等の草京とあり、共の iが相応にあり、随って常磐段階に於ては陵地性捕物が
他にはヒノキ、クヌギ、ヤマヂクラ、クラジロノキ、 | 少なくなると共に南北系植物も少くなる。而して其の
ヒヒラギ、タマアヂナヰ、ヲカイボ夕、ナイコクイボ| 幾分が此の段階に止まり幾分が* ' 1 +1の北部に及び叉北
夕、カクヤパハキ、オホブデイバラ、ヤマガνユク等| 海道に及ぶかは興味ある問題なり。概して之をいえば

ルヨν、タチドコ口、ヤマユ P等の草木とあり。
北方系の木本にはハヒネヅ、ヤマナラ ν、ハンノ
キ、ヲハミヅナクラ、クヤマずクラ、ハ Y ギリ、ノ¥ν
ノミミ、コゴメクツギ、ミツパクツギ、ナツハゼ等あ
り。
掌2訟にはラセイタナク、ヒロハクサフヂ、マノレパタ
クキ、ナミキナク、ヲンラシ、ハマギク、コノ、マギ
ク、ハ" 7 - : :ニシニク等あり o -
A 前記の植物に村松地方沿海植物とを合せて考うれば
治海地方植物ー班を察知するを得べし。. 、. " ' ¥
@ 木戸川関有林
該国有林は阿武田霊山系の中央部よりやや北偏すれど

下部は海岸まで迫るが故に植物は治海性のものより内
績のものまでを保ち、此の辺の山林自然の状慈を見る
を得《く磐域東部地方の代表的山林というを得ベし、
我等は一方面を瞥見したるに止まり山頂と山麓の海浜
地方た究めずしかも挽秋季にて草を見ること少かりし
故踏査は不充分なるもなお他と比較考察をなすにH : ' 、
足れりとすべし、尤も木本につきては裳に富岡常林暑
の調査せる冊子あり、まづE草地性植物につきで考察す
べし0''.' 0，. 川 : f 、， . 噌 { ，
F 此の地方は常聖書分布段階の北部を占むる所であり前
段瑠で止まり此の段階に及ばざるもの甚だ多かりじは
今までに記述したる通りであり、此の要素に自ぼしき
もの乏しく平凡なるを免れず、また此の山実の海岸地
方を見ざりし故暖地性格物等は木草のしらべもれが相
応にあらんと思わる。今常磐段議及び以北の段階の暖

× 
地性木本をあげてみるに、イヌガヤ、カV 類、イタビx  x  
カヅラ、i / キミ、ナネカヅラ、タブノキ、i / ロダモ、

× 
カラスヂンセワ、イヌヂシセク、ユヅリハ、乙ノラキ、
マナキ、ヤブツパキ、ヒナカキ、イイギ P、キヅ夕、
アヲキ、アセボ、フヂクツギ、テイカカヅラ、ヤブム
ラサキ J クナギ、多くは此の段渚に止まるものである
が工或は太チHに止まり、また北海道に及ぶ。 (X印は
出色の分布とみるべきなり〉草木にはアνカキが山麓
にありよ? ツハフ。キ、ハマボツス、コモテνダ、オニヤ
ブソテツの分布立ぽ可を知らず。
次に此の地域に於ける南方系lj直物につまて述ぶべ
し、此種の地理的分布につきて之を暖地性植物の分布
段靖と比較して考察すればほぼそれ等と相似たるもの

仙台地域、即ち阿武壌川河口より塩竃湾地方に止まる
もの寧ろ多し此の地域は自然に分布の一区劃jをなすも ι p

のたEり、これ等の分子は北系分子の分布と共にフロラ
の重要なる分子をなすものである。今木草につき注意
すべき「ものを挙げん ¥  ーーハデ‘
木* = モミ、カヤ、イヌブナ、ヨグソミヰ、パ立、ャ
i/ヤブν、ツクノミネ、ブナザクラ、タマアヂナヰ、ク
ラジロノキ、オホモミジ、メ'?V ノキ、メグス P ノ
キ、マノレパカヘデ、ナッツパキ、ヤマパワジ、ハナイ
カダ、ゴエフツツジ、トクゴクミツパツツジ、ネヂ
キ、スノキ、オホパアナガラ、フヂクツギ、ヲトコヨ
ソゾメー与、 r.l :f.".'，ユ~、 Y

4 主主* ，ロミヤマタニソパ、ク D シユキブデ、】イヌνヨ
ヲマ、アキギリ、プクワクナク、ナガイモ じ

学歯z ヒメノキV ノブー、ハコネナク
此等は常磐区域の前後に豆りて分布するものである
がなお北方に地域をひろ冶て発育の旺盛なるものがあ
る。ブナノキ、コナラ、クヌギ、コモチ志/ ; ダ、 l オニヤ
ブソテツの如きは共例である。
北方系の木三位は此の山地としては少しとせざるも殆
んど普通品にで、之に援すること多かりし故特に之を
記さば、なお注意すべきは、ヲノヲレカシパとクロワ
メモドキ、アブラツツジに止まる、草木も同様にて、 e

カラハナナヲ、ミヤマイラクナ、オクヒキヲコジ、ヤ
ハズタクヒレシを挙ぐれば足れり、半間類にはV ラネ
ワラビ、ミヤマνグジダ、ミヤマイタチνダ、クジャ
クνダ、ナラヰνダ、クゴチソテツ、イヌガンソクのあ
るのを注意すべし。
@ 磯部海岩林 ， -
磯部海岸林には南方系木* にオホフジイパラあり、

叉ナガパヤマヂクヲと思わるるものあり、北方系には
ホツツジの磯浜にあるなり。主宮本には本: 州東部に多き
南方系のものにアグミあ' り、マルノミアカザあり、北方
系の海浜性寒地植物にセシダイハギ、 νロヨモギ、ミ
ヅギク、ヒラヰあり陵地性縞物を減じたると反比例す
るものと云ふぶし、海浜性植物はむしろ北i也的なり。
@ 滝根村広瀬国有林
広瀬国有林を其の一部を遥過したるにすぎざるも此
の地域は阿武隈山愛の中央部にあるを以て値物の種類
には木戸川i固有材、に加えて多く、且つ注意すべきもの
あり。海を離るること檎々遠く南北方両系統の分子を
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yama 井波氏が知多半島の海岸で採られた一品で検索
去の様な差があるほか、手早が低くて葉にかくれて居る
という特長がある。
〔図解〕 捕物研究雑誌29巻、 46頁、第 2 図c.
3. オホナキリスゲ---Car巴x autumnalis Ohwi 
オホテキりとは言っても、ナキリスゲより大形では

ない、むしろ細い感じがある。検索表ーに記した様に頂
小穏が雄性なのと、雌花部が疎花であるから一見判然
としたスゲである。
太邦の特産で珍らしく、近畿地方を主産地とする。
即ち近畿では播磨生駒山、紀伊大台ケ原山に知られ、
備後・阿波・沖縄に分布する。図は未だ出て居ない。
4. キシウナキリスゲー一一Carex nachiaea Ohwi 
前種と共に日本特産のナキリスゲで、邦内で最も大
形である。最近m那智山とイじ九千i'lの 2 ケ所に過ぎない
と考へられて居たが、一昨年秋大井先生が鹿児島城山
で、筆者は山本虎夫・三: 喬龍作両氏と共に紀伊白浜、
田辺にそれぞれ見出した外、最近筆者は東大股葉庫整
理中にナキリスゲの中に混じて居た穏蚊産の一枚を見
出した。今後も恐らく四国南部等から発見される公算

F 一 ?.'ι 
勾がρ 

スゲが黙帯の形で、台湾やマレ戸群島のものは殆んど
ブサナキリの仲間である o 海岸や河原等荒れた砂地に
生じ、日木の近畿以西、済州、1島、琉球へ分布する o 近
畿では丹波妙高山、丹波奥山、播磨富稿、和泉犬鳴
山、組伊稲積島、同奇絶候、同三川村等に知られる。
図は未だない。
ナキリスゲ類の参者女毅ー まとまったものは無
く、スゲの解説の一部として次の様なものがある。向
このリストは日本に直接関係のあるものに限定した。
私が研究史の所で触れたものを全部列挙しても普通の
場合意味が無いであろうと思ったからである。
秋山茂男 : 北海道大学理学部組要V 輯 1 巻: 57頁

第 7図技 (1931)
向上V輯 2巻182-186頁 (1932)

Franchet Bull. Soc. philom. Paris， 8" s品r. tome 
VII: p. 42 (1895) 

一一一一一一 Nouv. Archiv. du M u s e u m， 3" ser. 
tome VIII: pp. 247'-3 (1896) 
1. c.， tome lX:p. 137， avec pl. 10， f・
2. (1897). 

が大きい。之も図は無い。 I Kukenthal Englers das Pflanzenreich， lV圃20:
5. ジシゲウスゲー一一Carex sacroSancta Honda pp. 599ザ 603. (1909). 
伊勢神宮で見附かつてこの和名がついた。之も本邦| 大井次三111 :  植物分類地玉虫 2巻: 27 頁及び 103 頁
の特産。ナキリスグよりも主主かに帝政組で、果は腕、に着
く。近畿地方に最も多く知られるが、個体の量は左種
多くはない。産地を挙げると次の様になる。伊勢〈内
宮・外宮L 大和〈奈良: 春日山〉、ヨ宅島、ヨ河、士
佐、九州。
〔図解〕 北大理学部紀要V、1巻、第 7 図反。
6. フサナキリスゲー一一Carex scabriculrriis Ohwi 
検索表に表はれた様な特長により、日本では最もは
っきりした種類であろう。突を言ふとこの形のナキリ

(p.51から〉

小山鉄夫 :

(1933) 
京都大学理学部犯要B 輯 5巻 : 251頁
(1930) 
同上B輯 11巻: 464-471頁( 1936)
日本橋物誌: 210-211頁 (1953)
槌物研究雑誌、 29巻: 45-48ffi( (1954) 

以上
〈東京大学理学部樋物学教室〉

混ずるも寧ろ南方系を多しとすo 草木に於て特に特に( ヨワマ、ミツパッチク7 、ヒカグミツノ号、タナガジ
然り。 ( X印は注意すべき槌物〉木本にはヒガ> ' 1 ' 、ク| ハ、アキギリ、イヌヤマハッカ、オホカニカクモ 9、
ラ、チヤクジグクラ、 νナノキイチゴ、オホクラジロ! ノハラアグミ、ノ、パヤ7 ホクテ、イハタケナク、テプ
ノキ、クロカンパ、クグヒスカグラ〈三種〉の南方系| セシガリヤス、ワチハドコ口、ミヤマクマワラビ等を
あり、カヘデにはオホモミヂ、ヤマνパカヘデの二南| 挙ぐべく、レシグνヨク7 、オヤリハグマ、オクモミ
方系とカラコギカヘデ其の他の北方系あり、北方系の! ヂハグ7 、ヤハズタクヒレシは京外! の中北部に分布す
クロクメモドキとハノレニレとは木戸川国有林と共に之 る特涼の植物なり後者にはノレヰエプνヨタマノレヰエブ
を有す O 次に草木につきて之を見れば其の種類は割に l ボタン、ツノレキケマシ、ヤマブキνヨクマ、ミヤマタ
多い方である。南方系の山地普通品は常磐地区に分布| ニタデ、ダケゼリ、アマニヲ、オホヒナノクスツボ、
して之に止まり、或はやや北するが相応に多く、而し| ガンクビヤプタパコ、ハネガヤ、 νユロナク、エシレ
て北方系の注意すべきものが却て多し、前者にはミヤ lイナク、オV ヤグジデジダ、クナソテツ、 νノプヰノ
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